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1. はじめに 

人間は外部情報の大半を目から取り入れ、その視覚情報をもとに状況を判断して行動

している。日常生活において視覚が無くなれば、歩くことですら困難な状況に陥る。視

覚は五感の中でも、最も重要な感覚の一つと言えよう。 

また、日常生活において我々の目に映る風景のほとんどが動画である。いったん家の

外に出れば、目の前には自動車やバイク、自転車などが走り、人々が歩行している。気

付けば動物や昆虫なども動きまわっている。当然これらは動画として目に映る。さらに、

我々が自ら動き続ける限り、周りの景色は全て動画として目に映る。そう考えれば、む

しろ、日常生活において静止物をじっと止まったまま見つめるという状況は少ないので

はなかろうか。周りの風景が動画である以上、やはり動体を見分ける能力が必要である。

このことからも、動体視力は日常生活において極めて重要な役割を果たしていることが

わかる。だからこそ、その動体視力のトレーニング法を指導することは、人々の快適な

日常生活をサポートするうえで意義があると考える。 

このたびは、三鷹市設立の「あすのまち・三鷹」推進協議会が主催する実証実験プロ

ジェクトにより、中高年世代における動体視力トレーニングの有用性を検証する機会を

得た。本プロジェクトにご参加いただいたモニターの皆様、大学教授、医師、研究員の

皆様、および「あすのまち・三鷹」推進協議会の皆様にこの場をかりてお礼を申しあげ

たい。  

 

 

 

 

        平成18年3月 吉日  

株式会社アファン 代表取締役 藤川陽一 

 

 

 



 

5 

2. プロジェクトの概要 

2.1. プロジェクトの目的 

日常生活やスポーツでの反応動作は多くの場合、①動体視力 ②反応動作によってで

きている。そこで本プロジェクトでは動体視力に反応動作を含めて、「動体視力」と定

義付する。本プロジェクトは、日常生活における「動体視力」の重要性に光を当て、動

体視力トレーニングを通じて、中高年世代のより快適で健康的な日常生活をサポートす

ることを目的とする。 

中高年世代は全身の筋肉の衰えだけでなく、視機能を含む脳神経系の衰えからも反応

動作が鈍くなり、日常生活での転倒・衝突など事故のリスクが高まる。本プロジェクト

で採用する動体視力トレーニングは、視機能を含む脳神経系の様々な機能を活性化させ、

全身の反応動作を機敏にする効果が期待できる。さらに、脳神経系の活性化は脳の健康

増進にもつながる。このことからも、動体視力トレーニングが中高年層の健康的な日常

生活に大きく貢献できるものと期待している。 




